
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

兵庫えんだより 
兵庫県社会福祉協議会 生活支援ニュースレター 第１２号 

（縁 ・ 円 ・ 援） 

このニュースレターは、市町社協の生活支援コーディネーター、住民等が創意工夫

しながら行われている生活支援、地域活動をお伝えするために発行いたします。 

。 

 深まる「兵庫えんがわナビ」の話・和・輪 
～悩みと展望～ 
ネットで～ 

第 1層生活支援 COの意見 
 〇第１層 COの役割・活動が不明確。 

 〇第１層協議体の立ち上げ、議題、成果の出し方、

見せ方等に迷う。 

 〇背景（組織・経験等）の違う第２層 CO との調

整、協働が難しい。 

 〇市町で１名配置。相談等ができず孤立する時が

ある。 

 
 
 

①個別の課題 
 〇これまでの経験、管理、指導経験等の違い。 

 〇所属背景の違い（行政・地域包括・社協等）。 

 〇相談できる人、研修の機会等が少ない。 

②組織の課題 
 〇組織のなかで、制度の理解の差、サポート体制

の差がある。 

 〇他部門（組織内、行政・企業等）との連携がで

きにくい。 

 〇組織としての取組み不足（地域福祉推進計画

等の位置づけ・庁内連携等） 

③制度上の課題 
 〇第１層生活支援 CO の役割が明確でない。 

 〇行政から求められるものと第２層が地域から

築き上げるものの乖離 

 

 

見えてきた課題  
 

第１～５回 こんな意見が出ました 
ました 

【発行元】（令和 2 年１２月２２日発行） 
〒651-0062 神戸市中央区坂口通 2 丁目 1 番 1 号 

兵庫県社会福祉協議会 地域福祉部 
TEL 078-242-4634 FAX 078-242-0297 

E-Mail: chiiki-2@hyogo-wel.or.jp（担当：山下・永坂） 
 

第 2層生活支援 COの意見 
〇協議体の立ち上げ方に悩むことがある。 

〇これまでかかわっていない地域への入り方、住

民への広報の仕方がわからないことがある。  

〇サービス、住民活動に結びつけるには。 

〇行政に何をどう報告すればよいのか？ 

 

①「読み取り」の課題（情報収集・ニーズ把握） 
 〇地域福祉、対人援助の基礎等の有無。 

〇地域に生活支援 CO の役割等を明確にする。 

 〇経験等により地域へのかかわり等の学びが必要 

②「編集」の課題（協議の場づくり・見せる化） 
 〇協議体・話し合いの場、ニーズのとらえ方。 

 〇地域の特性を理解した協働が必要。 

 〇第１層生活支援 CO 等との連携。 

③「組み立て」の課題（活動・事業等） 
 〇行政等からの期待と地域活動の軋轢。 

〇他機関・企業等との協働。 

〇専門職主導か住民主体の活動か。 

 〇組織・行政等のサポート体制。 

地域

等 

第１層 COの課題整理 第２層 COの課題整理 

県行政・県社協等 

第２層 CO 第１層 CO 

他機関
等 

https://www.bing.com/images/search?view=detailV2&ccid=2kGwJp7g&id=84F329C30A9D5D52C70624230B737D52D9ADAB0A&thid=OIP.2kGwJp7gAYT3bjbgLSd8GQHaG8&mediaurl=https%3a%2f%2fwww.caa.go.jp%2fpolicies%2fpolicy%2fconsumer_education%2fpublic_awareness%2fteaching_material%2fillustration%2fimg%2f1-29.jpg&exph=563&expw=601&q=%e5%9c%b0%e5%9f%9f%e5%8c%85%e6%8b%ac%e6%94%af%e6%8f%b4%e3%82%bb%e3%83%b3%e3%82%bf%e3%83%bc%e3%81%ae%e3%82%a4%e3%83%a9%e3%82%b9%e3%83%88+%e7%84%a1%e6%96%99&simid=608045993797027374&ck=CE695F26F7E694590EAB8E8DA7092C85&selectedIndex=3&FORM=IRPRST
https://www.bing.com/images/search?view=detailV2&ccid=H%2fhAd%2bUM&id=C23C84D4CE143D288CA78EC5FF441FEA5C5CAABA&thid=OIP.H_hAd-UM-sd5QnefVU9IgQHaFg&mediaurl=http%3a%2f%2fwww.kyowa-hs.com%2fimg%2fkeirou_couple.png&exph=508&expw=684&q=%e9%ab%98%e9%bd%a2%e8%80%85%e3%82%a4%e3%83%a9%e3%82%b9%e3%83%88+%e7%84%a1%e6%96%99&simid=608054021069409936&ck=9DDE2B44C07AE7D1D779A2DD8E2BF4F6&selectedIndex=85&FORM=IRPRST


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

演習：「これから私たちが取り組むことを考える 

令和 2年 10月 19 日、生活支援体制整備事業実践セミナーを開催しました。コロナ感染拡大
の様子を見ながらの集合研修でした。県内から、52 名の参加で講義と実践報告、演習をフルに
活用しながら久しぶりの対面研修に活発な意見交換がありました。 
 

講演「連携をめぐる困りごとを超えるために」 

実践報告：「生活支援コーディネーターの取組から」 

演習：竹端先生とのやり取りで深める 
～生活支援 COが苦労している三つ～ 

兵庫県立大学 環境人間学部 
 竹端 寛先生 

 

地域包括ケアシステム開始から１２年 

連携はなぜできにくい？実践セミナー開催 

宝塚市社会福祉協議会  
生活支援 Co  

早瀬 瑛氏 
地区担当  

大関 可奈子氏 

宍粟市社会福祉協議会   
第２層生活支援 CO  

猪尾 公子氏 

組み
立て 編集 

竹端先生から 
 立場の連携を先にすると立場が邪魔する。思いをシェアすると仲間に 
なる。そこで初めて動ける。違いを楽しむことができれば面白い。 
この仕事は型にはめるととことんつまらなくなる。 
連携と思うとしんどい。「違いを教えてください」。 
「あなたと分かり合えないことを知りたい」。と始めてみませんか。 

読み 
取り 「連携はなぜできないの？」の問いから始まった講演。『地域福祉に

正解、正しい答えはない。成る解答（成解）はある。つまり、人の

生きがいだとか人が支えることのプロセスに正解はない。自分（組

織）の「立場性」は「常識」であるが、他者・他組織にとっては当

たり前でないことを自覚していますか？』と課題提起し、「自分の価

値前提で相手に向き合っていないか」「決定のための対話と違いを

知るための対話」を踏まえる重要性を強調されました。 
 

話し合いの場の持ち方 

・見せる化 

読み解かれた課

題をどのように

組み立てる（協議

体・見える化） 

【編集後記】 
生活支援体制整備事業の研修も管理者会議、基礎セミナー、実践セミナーと終了しました。えんがわナ
ビも５回開催させていただき、県内の第１層 CO、第２層 CO の課題も見えてきました。さらに、１０
月からは、市町訪問を始めています。そこで感じることは、困りごとや課題だけでなく、生活支援 Coの
活動の「見せる化」、そして「魅せる化」だと思います。これからもみなさまの宝物を探しに行かせてい
ただきます。 

〇小さな集まり、デイサービスの利用者等から入っていった。 
〇印象に残るように目立つ服を着て身近な住民からニーズを拾
い、大きな団体に提案する。 

〇デイが持っていた
移動販売車とスーパ

ーと JA と連携。 
〇移動鮮魚店を 20
か所に。 

〇「地域の購買＋居
場所」の確立。 等 

〇対象を決めず、

何が困っている
か、いろいろな見
守りをされている

ことを校区ネット
ワーク会議で確認
し、話し合う。 

 

〇住民との実践

と行政との連携
で「情報の見える
化」に着目。 

〇住民にわかり
やすいよう Co
を「暮らしのパー

トナー」と呼称。 
 

〇日ごろからサロン等の運営者から「相談日を決めても来る人

が少ない。」と相談があり、住民と一緒に悩むことで協働関係が
できた。何事も専門職だけで決めることや、計画はしない。 

 

〇スーパーがなく
なり買い物難民が
増えた。住民が購

買を衰退させまい
と立ち上がり、行
政も入って部会を

立ち上げる。 

情報収集 
・地域のニーズ把握 

活動・事業等 

Q:地域の場作りは？ 

 

〇訪問前に仮説を立てて

質問を考える。（猪尾氏） 
〇意図的に何かしてもら
えそうな人を探す。住民

が必要なことは時間をか
ける。住民がもう一回や
りたいと言えることをめ

ざす。（大関氏）           
 

 

〇「めんどくさい」と
いう人に対して→わか
ってもらおうではな

く、身近な事例の紹介
するなどして理解を促
す。（猪尾氏） 

〇行政への報告書：事業報告
ではなく、「サロンに要支援
者が何％だからサロンが必

要」といった数値化を行う。 
〇見える化等は組織の中に
得意な人を見つける。 

（早瀬氏） 

 

〇住民のニーズの中で

プラスワンのことを紹
介する（例：若い人とつ
ながりたい→ナイトサ

ロンの紹介）。（早瀬氏） 

 

Q:住民が「めんどくさ
い」というのだけれど。 

 

 

Q:情報の整理の 
ポイントは？  
 

 

Q:先進事例をどの
ように紹介する？ 

読み取り 読み取り 

編集 組み立て 編集 組み立て 

参加者の疑問に答える！ 

特に
重要 
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